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リリアン 
だけ 今

き ょ

日
う

はリリアンの初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

での最
さい

後
ご

の日
ひ

でした。リリアンは
初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のほかの子
こ

たちをこいしく思
おも

うことでしょう。残
のこ

る
子
こ

供
ども

たちは 3 人
にん

だけ。 2
ふた

人
り

の年
とし

下
した

の女
おんな

の子
こ

と，リリアンの弟
おとうと

のマ
イケルです。
「わかい女

じょ

性
せい

に上
あ

がるのはどんな気
き

持
も

ち？」と，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の先
せん

生
せい

がたずねました。
「年

とし

上
うえ

の女
おんな

の子
こ

たちと一
いっ

緒
しょ

にクラスに行
い

くのが待
ま

ち切
き

れないで
す！」とリリアンは言

い

いました。
「楽

たの

しみでよかったわね」と先
せん

生
せい

が言
い

いました。「わかい女
じょ

性
せい

に
はほかにだれがいるのかしら？」
リリアンはワードにいる年

とし

上
うえ

の女
おんな

の子
こ

たちを思
おも

いうかべました。
サマーとコバはちょうど高

こう

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

したところでした。そして，メル
ビナの家

か

族
ぞく

は引
ひ

っこしてしまいました。ちょっと待
ま

って。というこ
とは，……リリアンだけです。
わかい女

じょ

性
せい

のクラスはどんなふうになるのでしょう？ 先
せん

生
せい

とわ
たしだけ？ それは気

き

まずくて，さびしく思
おも

えました。そのことを考
かんが

えると，リリアンはきんちょうしました。顔
かお

をしかめました。わかい
女
じょ

性
せい

が自
じ

分
ぶん

だけというのはいやでした。
その日

ひ

，リリアンはわかい女
じょ

性
せい

が自
じ

分
ぶん

だけになることについて
ずっと考

かんが

えていました。夕
ゆう

食
しょく

では，料
りょう

理
り

を食
た

べずにお皿
さら

の上
うえ

で食
た

べ物
もの

をただ動
うご

かしていました。家
か

族
ぞく

の聖
せい

文
ぶん

研
けん

究
きゅう

で自
じ

分
ぶん

が読
よ

む番
ばん

に
なると，ぼそぼそと読

よ

みました。
お母

かあ

さんが聖
せい

典
てん

をとじて，「どうしたの？」とたずねました。
リリアンはため息

いき

をつきました。「わたし，わかい女
じょ

性
せい

でひとり
ぼっちになってしまうの！」
お母

かあ

さんはリリアンの横
よこ

にすわって，リリアンをだきしめました。
「それは大

たい

変
へん

ね」とお母
かあ

さんは言
い

いました。「わたしたちに何
なに

かで
きることがあるかしら？」
リリアンは少

すこ

し考
かんが

えました。「ワードに女
おんな

の子
こ

が一
ひと

人
り

転
てん

入
にゅう

してく
るようにいのってみようかな。あと，お父

とう

さんに祝
しゅく

福
ふく

してほしいな。」
お父

とう

さんはほほえみました。「すばらしいアイデアだね。」
家
か

族
ぞく

でひざまずいていのりました。「天
てん

のお父
とう

様
さま

」と，リリアンは
いのり始

はじ

めました。「わかい女
じょ

性
せい

になれてうれしいです。一
ひと

人
り

だけ
になりたくないですが，もしそれがお父

とう

様
さま

の御
み

心
こころ

なら，それでいい
です。もっと明

あか

るい気
き

持
も

ちになるにはどうしたらいいか分
わ

かるよう
に助

たす

けてください。そして，もしわたしと同
おな

じ年
とし

の女
おんな

の子
こ

がいる家
か

族
ぞく

がわたしたちのワードに転
てん

入
にゅう

するようにみちびいてくださるなら，

ミカエラ・ウィルキンス
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

リリアンはたった一
ひと

人
り

の 
わかい女

じょ

性
せい

に 
なりたくありませんでした。
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とってもうれしいです。」
おいのりの後

あと

，お父
とう

さんがリリアンの頭
あたま

に手
て

を置
お

きました。
「わかい女

じょ

性
せい

に上
あ

がることについて平
へい

安
あん

を感
かん

じられるように祝
しゅく

福
ふく

します」と，お父
とう

さんは言
い

いました。「あなたが助
たす

けを求
もと

めると
き，天

てん

のお父
とう

様
さま

はあなたを祝
しゅく

福
ふく

してくださるでしょう。」
リリアンはたしかに平

へい

安
あん

を感
かん

じました。どうしたらもっと楽
らく

な
気
き

持
も

ちでわかい女
じょ

性
せい

に行
い

けるのか，まだ分
わ

かりません。でも，天
てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてくださると知
し

っていました。
日
にち

曜
よう

日
び

，リリアンはまだ少
すこ

しきんちょうしていました。でも，お
父
とう

さんが祝
しゅく

福
ふく

してくれた後
あと

で感
かん

じた平
へい

安
あん

を思
おも

い出
だ

しました。リリ
アンはきっと大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

だと思
おも

いました。
せいさん会

かい

で，ビショップはバーンズ姉
し

妹
まい

が新
あたら

しいわかい女
じょ

性
せい

会
かい

長
ちょう

になることを発
はっ

表
ぴょう

しました。バーンズ姉
し

妹
まい

は自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

がよ
ばれると，立

た

ち上
あ

がりました。リリアンはバーンズ姉
し

妹
まい

のことをあ
まり知

し

りませんでしたが，親
した

しみやすい人
ひと

のように見
み

えました。
お母

かあ

さんはリリアンの年
とし

のころ，わかい女
じょ

性
せい

の指
し

導
どう

者
しゃ

が親
しん

友
ゆう

の
一
ひと

人
り

になったと言
い

っていました。もしかしたらリリアンとバーンズ
姉
し

妹
まい

は友
とも

達
だち

になれるかもしれません！リリアンのいのりの答
こた

えで
した。
せいさん会

かい

が終
お

わり，リリアンは新
あたら

しい教
きょう

室
しつ

に行
い

きました。廊
ろう

下
か

に，年
とし

上
うえ

の女
おんな

の子
こ

が立
た

っていました。
「こんにちは」とリリアンは言

い

いました。「このワードに訪
ほう

問
もん

で
来
き

たの？」
女
おんな

の子
こ

は首
くび

を横
よこ

にふりました。「そうじゃないの。家
か

族
ぞく

で引
ひ

っ
こしてきたばかりなの。」
リリアンはにっこりしました。「わたしたちのワードへようこそ。
今
きょ う

日はわたしの，わかい女
じょ

性
せい

での初
はじ

めての日
ひ

なの。」リリアンと女
おんな

の子
こ

は教
きょう

室
しつ

で一
いっ

緒
しょ

にすわりました。「ところで，わたしの名
な

前
まえ

はリ
リアン。」
「ほんとに？」と，新

あたら

しく来
き

た女
おんな

の子
こ

が言
い

いました。「わたしの
名
な

前
まえ

もリリアンよ！」
リリアンは笑

わら

いました。天
てん

の御
おん

父
ちち

は，またリリアンのいのりにこ
たえてくださったのです！ わかい女

じょ

性
せい

はそんなにさびしくなさそう
です。●
このお話

はなし

は，オーストラリアでの出
で

来
き

事
ごと

です。

年 ね
ん長 ち

ょ
うの
子 こ

供 ど
もた
ち
へ


